
令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

万㎥

単位当たりコスト　　　　（円） 374,276 390,986

活動指標の算式 －

備考活動指標の実績(見込) 2,928
単
位

万㎥ 2,940
単
位

一般会計補助金　148,905千円

従事職員数【人工】

人件費 （人工×8,000千円）

増減額 ▲ 16,750

事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

経費節減を図りながら、未普及地域の解消と水道水の安
定供給を目指し経営を行っていく。

平成29年度より水道事業として上水道事業と簡易水道事
業を統合している。

総事業費：人件費含む （千円） 1,095,881 1,149,500

活動指標名 年間総配水量

決算額又は決算見込額 （千円） 1,095,881 1,149,500

その他 148,905

一般財源 983,845

R3予算額

使用料
手数料

国　費

県　費

1,132,750

R2
1,149,500

当初予算額

R2
1,149,500

現計予算額

市　債

根拠条例等 水道法第１５条　宇陀市水道事業の設置等に関する条例　

総合計画 基本計画　２－３－３ 安心・安全な上下水道の維持・整備

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）　安心・安全・安定した飲料水の供給事業を行う。

分担金
負担金

事業

項

所管課 水道局総務課 (水道局) 宇陀市水道事業特別会計予算

事業の目的

　水道法に基づき、水道事業を実施する。
利用者に安心、安全、安定した飲料水の供給を目指して

施設の管理運営を実施する。 款

目

区分 № 区分名

3 水道事業特別会計

事業
区分

継続
事業
名 水道事業（収益的収入及び支出）

年度 会計 区分
<2020> < > <--->

Ａ

収益的収入及び支出予算額

　　収入予算額 1,132,750千円

　　　内訳　　　上水 555,390千円

簡水 577,360千円

　　支出予算額 1,132,750千円

内訳　　　上水 514,985千円

簡水 617,765千円
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

戸

単位当たりコスト　　　　（円） 54,777 63,394

活動指標の算式 －

備考活動指標の実績(見込) 10,742
単
位

戸 10,800
単
位

給水分担金　　     　  7,480千円
工事負担金　　 　　 　 1,810千円
生活基盤施設耐震化等交付金
　　　　　　　　 　  112,670千円
簡易水道等整備推進事業助成交付金
　　　　　　　　　    12,902千円
企業債　　　　　　 　246,800千円
出資金　　　　 　 　 133,600千円
一般会計補助金     　 99,890千円
一般会計負担金　　　 　1,980千円

従事職員数【人工】

人件費 （人工×8,000千円）

増減額 303,811

事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

水道法の規定に基づいた水道事業の実施により、水道水
の安定的な供給のため、整備工事と未普及地域を解消す
る。

平成29年度より水道事業として上水道事業と簡易水道事
業を統合している。

総事業費：人件費含む （千円） 588,416 684,656

活動指標名 給水戸数

決算額又は決算見込額 （千円） 588,416 684,656

その他 235,470

一般財源 371,335

R3予算額

使用料
手数料

国　費 112,670

県　費 12,902

988,467

R2
684,656

当初予算額

R2
684,656

現計予算額

市　債 246,800

根拠条例等 水道法第１５条　宇陀市水道事業の設置等に関する条例　

総合計画 基本計画　２－３－３ 安心・安全な上下水道の維持・整備

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）　水道事業を行い飲料水の供給事業を行う。

分担金
負担金 9,290

事業

項

所管課 水道局総務課 (水道局) 宇陀市水道事業特別会計予算

事業の目的

　水道法の規定に基づき、水道事業を実施。
　水道水の安定供給を目指して整備工事を実施。

款

目

区分 № 区分名

3 水道事業特別会計

事業
区分

継続
事業
名 水道事業（資本的収入及び支出）

年度 会計 区分
<2020> < > <--->

Ａ

資本的収入及び支出予算額

　　収入予算額 617,132千円

　　　内訳　　　上水 142,745千円

簡水 474,387千円

　　支出予算額 988,467千円

内訳　　　上水 293,693千円

簡水 694,774千円
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

<予算案重点事業>
【重点事業】
2.暮らしやすいまち
3.公共インフラの持続的な
整備・維持・活用

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

単位当たりコスト　　　　（円）

活動指標の算式

備考

その他 112,400

一般財源 50

R3予算額 337,400

R2

145,200
現計予算額

増減額 192,200

145,200
当初予算額

R2

決算額又は決算見込額 （千円）

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

現在、使用している遠隔監視装置について耐用年数が過
ぎており修繕対応が出来ない状態で正常な監視が困難と
なって来ており、これの解消の為に更新を行う。

事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込） 特定財源の状況

27,400 生活基盤施設耐震化等交付金
　　　　 　　　 84,350千円
企業債　 　　  140,600千円
出資金　  　 　112,400千円

従事職員数【人工】

活動指標名

2.00

人件費 （人工×8,000千円） 16,000

総事業費：人件費含む （千円） 43,400

総合計画 基本計画　２－３－３ 安心・安全な上下水道の維持・整備

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）宇陀市水道施設の遠隔監視装置工事を３年計画で行い、
今年度については水道局内の工事に引き続き大宇陀・菟田
野・室生の各施設の整備を行う。
　また、工事に対する円滑な施工監理を行う。

分担金
負担金

使用料
手数料

国　費 84,350

県　費

市　債 140,600

事業

根拠条例等 水道法第１５条

事業の目的

安全・安心な水を安定的に供給する為、合併以前より使
用していた遠隔監視装置の老朽化によりシステム更新の工
事を行う。 款 1 資本的支出

項 1 建設改良費

目

区分 № 区分名

所管課 水道局施設課 (水道局) 宇陀市水道事業特別会計予算

3 水道事業特別会計

事業
区分

継続
事業
名 水道施設遠隔監視装置整備事業

年度 会計 区分
<2020> < > <1-1-->

Ａ
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

単位当たりコスト　　　　（円）

活動指標の算式

備考

<予算案重点事業>
【重点事業】
2.暮らしやすいまち
3.公共インフラの持続的な
整備・維持・活用

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

企業債　　　　 67,000千円

従事職員数【人工】 2.00 2.00

人件費 （人工×8,000千円） 16,000 16,000

増減額 64,000

事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

給配水管の老朽により漏水の発生が懸念されるととによ
り、布設替工事を行うことにより水道水の安心・安全・安
定な供給を図る。

総事業費：人件費含む （千円） 26,848 46,000

活動指標名

決算額又は決算見込額 （千円） 10,848 30,000

その他

一般財源 27,000

R3予算額

使用料
手数料

国　費

県　費

94,000

R2
30,000

当初予算額

R2

現計予算額

市　債 67,000

根拠条例等 水道法第１５条

総合計画 基本計画　２－３－３ 安心・安全な上下水道の維持・整備

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）・榛原駅前舗装復旧に伴う水道管布設替工事（20,000）
　仮設L=290m　本設L=155m
・榛原墨坂老朽管布設替工事（18,000）
　布設替L=155m
・榛原上町老朽管布設替工事（6,000）
　布設替L=50m
・榛原長峯老朽管布設替工事（40,000）
　布設替L=560m
・老朽管布設替工事（緊急）（10,000）

分担金
負担金

事業

項 1 建設改良費
事業の目的

老朽給配水管の布設替工事を行う事により、漏水事故等
の防止をし生活環境の改善が出来る。

款 1 資本的支出

目 2 水道建設事業費

区分 № 区分名

所管課 水道局施設課 (水道局) 宇陀市水道事業特別会計予算

3 水道事業特別会計

事業
区分

継続
事業
名 宇陀市上水道事業（旧上水道地区）

年度 会計 区分
<2020> < > <1-1-2->

Ａ
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

16,000 16,000

総事業費：人件費含む （千円） 164,520 41,000

決算額又は決算見込額 （千円）

<予算案重点事業>
【重点事業】
2.暮らしやすいまち
3.公共インフラの持続的な
整備・維持・活用

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

単位当たりコスト　　　　（円）

活動指標の算式

備考

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

給配水管の老朽により漏水の発生が懸念されるととによ
り、水道水の安心・安全・安定な供給を図る。

事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込） 特定財源の状況

148,520 25,000

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）・大宇陀小附水路改修に伴う水道管布設替工事（5,000)
　仮設L=135m　本設L=85m　給水戸数４戸
・老朽管布設替工事（緊急）（10,000） 分担金

負担金

使用料
手数料

25,000
現計予算額

従事職員数【人工】 2.00

活動指標名

2.00

人件費 （人工×8,000千円）

その他

一般財源 15,000

R3予算額 15,000

R2

国　費

県　費

市　債

25,000
当初予算額

R2

増減額 ▲ 10,000

根拠条例等 水道法第１５条

事業の目的

建設部建設課での水路改修工事に伴う給配水管の布設替
工事を行う事により、工事の円滑な施工が出来る。

款 1 資本的支出

総合計画 基本計画　２－３－３ 安心・安全な上下水道の維持・整備

項 1 建設改良費

目

区分 № 区分名

5 水道建設事業費（簡水）

事業

所管課 水道局施設課 (水道局) 宇陀市水道事業特別会計予算

3 水道事業特別会計

事業
区分

継続
事業
名 宇陀市上水道事業（旧簡易水道地区）

年度 会計 区分
<2020> < > <1-1-5->

Ａ
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

単位当たりコスト　　　　（円）

備考

<予算案重点事業>
【重点事業】
2.暮らしやすいまち
3.公共インフラの持続的な
整備・維持・活用

企業債　　　　 18,000千円

16,000

活動指標名

活動指標の実績(見込)

16,000

活動指標の算式

単
位

単
位

決算額又は決算見込額 （千円） 100,970 90,000

2.00 2.00

90,000
当初予算額

事業

国　費

県　費

市　債 18,000

その他

一般財源

所管課 (水道局) 宇陀市水道事業特別会計予算

区分 № 区分名

根拠条例等 水道法第１５条

総合計画

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）（大宇陀上片岡・下片岡地区）
・舗装復旧工事　A=4,000m2

3 水道事業特別会計

水道局施設課

事業の目的

給配水管工事後の舗装復旧を行う事により、生活環境の
改善が出来る。

款 1 資本的支出

目 5 水道建設事業費（簡水）

項 1 建設改良費

事業
区分

継続
事業
名

分担金
負担金

年度 会計 区分
<2020> < > <1-1-5->

水道未普及地域解消事業（田原地区）

基本計画　２－３－３ 安心・安全な上下水道の維持・整備

使用料
手数料

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

田原給水地区の給配水管管路工事後（上片岡・下片岡）
の舗装復旧を行う。

総事業費：人件費含む （千円） 116,970 106,000

現計予算額

増減額

人件費 （人工×8,000千円）

従事職員数【人工】

▲ 70,000

2,000

R3予算額 20,000

R2

R2
90,000

特定財源の状況事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込）

Ａ
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総事業費：人件費含む （千円）

決算額又は決算見込額 （千円）

<予算案重点事業>
【重点事業】
2.暮らしやすいまち
3.公共インフラの持続的な
整備・維持・活用

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

単位当たりコスト　　　　（円）

活動指標の算式

備考

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

R4年度からの施設整備工事実施に向けて管路等の詳細設
計及び施設用地の買収を行い、水道未普及地域の解消を図
る。

事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込） 特定財源の状況

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）・大宇陀本郷地区給配水管布設詳細設計（40,000）
・大宇陀本郷地区施設用地取得（900）

・菟田野大神・入谷地区給配水管布設詳細設計（36,000）
・菟田野大神・入谷地区施設用地取得（900）
　
・認可変更・基本設計業務委託（37,500)

分担金
負担金

使用料
手数料

現計予算額

生活基盤施設耐震化等交付金
　　　　　　　　28,320千円
企業債　　　　  21,200千円
出資債　　　　  21,200千円

従事職員数【人工】

活動指標名

人件費 （人工×8,000千円）

その他 21,200

一般財源 44,580

R3予算額 115,300

R2

国　費 28,320

県　費

市　債 21,200

当初予算額

R2

増減額 115,300

根拠条例等 水道法第１５条

事業の目的

給水区域を拡張することにより生活環境の改善、公衆衛
生の向上と併せて、安全で安心して飲める水道水を安定し
て供給出来る。 款 1 資本的支出

総合計画 基本計画　２－３－３ 安心・安全な上下水道の維持・整備

項 1 建設改良費

目

区分 № 区分名

5 水道建設事業費（簡水）

事業

所管課 水道局施設課 (水道局) 宇陀市水道事業特別会計予算

3 水道事業特別会計

事業
区分

新規
事業
名 未普及地域解消事業（本郷・大神・入谷地区）

年度 会計 区分
<2020> < > <1-1-5->

Ａ
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